
 

 

 A会場（801室） B 会場（802 室） C 会場（701室） D会場（702室） 

11:00－12:00 準備    

12:00－13:00 ９階  受付    

13:00－13:15 

15 分 
10 周年記念学術大会 理事長挨拶     A 会場の Zoom中継 

「10 周年記念学術大会によせて」 

柴岡三千夫 日本ウェルネススポーツ大学理事長 

  

13:15－13:55 

40 分 
10 周年記念学術大会 大会長挨拶・講演 

Ⅰ．10周年記念学術大会 挨拶 

「生きがい・ウェルビーイング向上への取り組み」 

Ⅱ．10周年記念学術大会 講演 

「大学進学者数が激減する 2040 年に向けた大学教育改革の取り組み」 

柴岡信一郎 日本ウェルネススポーツ大学学長 

座長 大津一義 日本ウェルネススポーツ大学教授 

  

休憩 ５分     

14:00－14:40 

40 分 特別講演   

「生涯学習の視点によるウェルビーイングへの取り組み－ESD に着目して－」 

田中雅文 日本女子大学名誉教授 

座長 柴岡信一郎 日本ウェルネススポーツ大学学長 

  

休憩 ５分     

14:45－15:25  

40 分 
ワークショップ１ 

ＳＤＧｓに見られる文化多様性－映画 

「カムイのうた」の生活と文化について－ 

 

角田弘子 菅原浩志 作間清子 

ワークショップ２ 

外国人留学生による作文作成の評価

のあり方 

 

澤野勝巳 渋井二三男 

ワークショップ３ 

基本的自尊感情を育む共有体験 

〜ICT の活用と身体性を視野に入れて〜 

 

近藤卓 

 

休憩 ５分     

15:30－16:10 

40 分 ワークショップ４ 

ウェルビーイングと子どもの健康教育 

－地域連携による多文化理解の視点 

から－ 

 

増澤將江 木戸直美 

パネルディスカッション 

部活動指導員の養成・普及について 

～中学・高校の部活動を発展させる 

ために～ 

 

千葉智久 堀家拓馬 山崎真 

菅野春哉 

ワークショップ５ 

AI とオンライン教育のコラボレーション・ 

課題・展望 

 

 

平山実 平山弘 大久保英樹 

ワークショップ６ 

戦後日本の平和教育の在り方 

 

 

 

工藤美知尋 渡邊裕鴻 

休憩 ５分     

16:15－17:15 

4 題 60分   

（各演題１５分） 

一般口演 健康・教育領域 

座長  横山典子 江口秀幸 

一般口演 スポーツ・教育領域 

座長  橋本純一 富川力道 

一般口演 生涯教育・スポーツ領域 

座長  鈴木勝彦 薗部正人 
 

A－1 

ウェルビーイングを意識した教科教育法 

のあり方 

 

平山弘 

B－1 

『漢書』記載匈奴人の「捽胡」という「技」

に関する一考察 

 

富川力道 

C－1 

生涯スポーツとしての「マスターズ甲子園」 

の取り組みに関する課題 

 

武井克時 

 

A－2 

通常の学級に在籍する特別な教育的 

支援を必要とする児童生徒のウェルビー

イング向上に向けて－校内支援体制の  

現状と課題－ 

 

品田隆介 

B－2 

コロナ禍前、中、後を通した高校生の 

走力の変化に関する研究 

 

 

 

温井一裕 

C－2 

聖地巡礼の発展要因に関する研究 

～成功事例の分析を通して～ 

 

 

 

西村優斗 

 

A－3 

オンライン教育の課題と展望 

～WEBの大学Ⓡを事例として～ 

 

 

 

平山実 

B－3 

甲子園における通信制高校の新聞報道 

動向 

 

 

 

千葉大輝 

C－3 

コロナ状況の変化における高齢者の縦断

的体力変化について－茨城県利根町 

「きんとれ会」参加者の継続的体力測定結

果から－ 

 

薗部正人 

 

A－4 

人はなぜ「生まれ変わる」のか 

 

 

尹東燦 

B－4 

荻生徂徠の兵学と武芸－道との関係 

から－ 

 

瀬尾邦雄 

C－4 

男子新体操の小学生低学年における 

敏捷性と経時的変化 

 

藤井祥己  

 

休憩 ５分     

1７:20－17:25 

 
閉会の辞 

武井克時 日本ウェルネススポーツ大学学部長 

  

17:25 片付け    

10 周年記念学術大会 日程表      令和 6年 2月 25日（日） 

             

統一テーマ  「健康・スポーツ・教育の連携による幼少年期からの生きがい創り」 

メインテーマ 「生きがい・ウェルビーイング向上への取り組み」 


